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厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

 

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針（第 1版）」及び

鼻腔検体採取における留意点等について 

 

標記については、第 47 回厚生科学審議会感染症部会（令和２年９月 25 日）に

おいて議論され、別添１のとおり取りまとまるとともに、新型コロナウイルス感

染症に係る核酸検出検査、抗原定量検査及び抗原定性検査の検体として新たに

鼻腔検体を活用することが可能となりました。特に、抗原定性検査（簡易キット）

は、医療機関等に限らず実施可能であり、短時間で結果を確認することができま

す。こうした特性を踏まえると、抗原定性検査はインフルエンザ流行期における

発熱患者等への検査に有効であることから、診療・検査医療機関においては、迅

速・スムーズな診断・治療につなげるべく、簡易キットを最大限活用した検査体

制の整備をご検討いただきたいと考えております。 

 なお、これに伴い、「SARS-CoV-2 抗原検出用キットの活用に関するガイドライ

ン 」（同年６月 16 日最終改訂。以下「旧ガイドライン」という。）は廃止する

こととしましたので、旧ガイドラインを引用している事務連絡等（下記参照）に

ついては、「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針（第 1版）」

に沿って適切な対応をお願いいたします。 

加えて、本日、国立感染症研究所及び国立国際医療研究センター国際感染症セ

ンターが作成した「新型コロナウイルス感染症に対する感染管理」が別添２のと

おり改訂されました。その中では、鼻腔検体採取を実施する場合の感染予防策等

についても記載しておりますので、参考にして頂きますよう、お願いいたします。 

これらに加え、鼻腔検体採取を実施する場合の留意点等については、下記のと

おりとなりますので、管下の医療機関におかれても適切に対応していただける

よう、周知方よろしくお願いいたします。 



 

記 

 

○ 鼻腔検体採取を実施する場合の留意点等 

・ 鼻孔から２cm 程度スワブを挿入し、挿入後スワブを５回程度回転させ、

十分湿らせること。被検者自身が採取する際は、鼻出血が起こりやすい部位

である点にも配慮し、医療従事者の管理下で実施すること。 

 

・ 検体採取に当たり、医療従事者に一定の曝露があるため、フェイスシール

ド、サージカルマスク、手袋、ガウンといった個人防護具の装着による感染

防御を要すること。被検者自身による自己採取による場合において、医療従

事者が検体を扱う際には、サージカルマスク及び手袋を着用することで対応

が可能であること。 

 

○ 旧ガイドラインを引用している事務連絡等（例） 

 ・ 新たに薬事承認・保険収載された新型コロナウイルス感染症に係る抗原検

査の取り扱いについて（周知）（令和２年８月 11 日付け事務連絡） 

 ・ 新型コロナウイルス感染症に係る行政検査に関するＱ＆Ａについて（その

３）（令和２年８月 21 日付け事務連絡） 

 

（別添１） 

・ 「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針（第 1版）」 

 

（別添２） 

・ 「新型コロナウイルス感染症に対する感染管理」（国立感染症研究所、国

立国際医療研究センター国際感染症センター作成。令和２年 10 月２日最終

改訂。） 

 


